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B − 35　 側頭葉て ん か ん の病因として の ウ イル ス

　　　　　脳中枢感染に つ い て　　
一第二 報一

B − 36MR 亅で 海 馬硬化 を示 した側 頭 粟 て ん かん の

　　　　 小 児例

国立精神 ・神経 セ ン ター
武蔵病 院　精神 科

都立神経病院　脳神経外科1、 神経精神科 2、検査科 3

都神経研　臨床神経病理 4

○上杉秀二 、 清水弘之 L 前原健寿 1、新井信隆 4、

中 山 　宏 2、小 田 雅也 3

【は じめ に】前回の 本学会で、側頭葉て ん か ん （TLE ）手術例 の

切 除脳組 織の ウ イル ス DNA 分析 の 結果 を報告 した 。 今回 は対

象数 を増や して、ウイル ス DNA 分析の 結果 と （推定）病因お

よ び病理 に つ い て 検討 した 。

【対象】対 象 は TLE 手術 17例 で，男 8例、女 9例。手術時 の 平

均年齢 は 24．9土 11．1歳。平均初発年令 は 11．1± 5．4 歳 e 対象で

髄膜脳炎の 診断を受けた 患者が 4 例 。 高熱，けい れ ん，昏睡
一

過

性の 片麻瘁 の既 往が有 り脳 炎疑い が 4例。全例で 明 らか な神経

学的お よび知的障 害は認めない 。

【方法】ウ イル ス DNA 分析 は，側頭 葉内側 お よ び外 側 の 2 カ所

の 切除脳組織 を標本 と しPCR 法で行 っ た eDNA 分析 は K ，K ．
エ ス ア ール エ ル に依頼。ウイル ス 分析 は単純 ヘ ル ペ ス （HSV ）と

ヒ トヘ ル ベ ス 6 （HHV ・6）の 2種類で 麻疹脳炎の 2 例は麻疹 ウ

イル ス 分析の み 施行 。 病理 は HE 、KB ，GFAP の 染色 法で 判定。

【結剰

症 年　（推 定）病 因　　　 DNA 　　　　　病理 所見
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神 奈川 県 立 こ ど も 医 療セ ン ター神経 内科 1〕

1　45　麻 疹脳 炎（12 歳）

2　47　麻疹脳炎（11 歳）

3　23　　 −

4　 9　脳 炎 疑 い （4 歳） HHV ・6（海 馬）

5　 25　 くも膜嚢胞

6　22　脳炎疑 い （15 歳） HHV ・6（外側）

7　19 　脳炎疑 い （7歳）

8　 32　 　
−

9　28　　 − 　　　　　HHV −6（外側）

10　5 突発性発 疹（6ヵ月）

1111 　 　 　
一

1234 麻疹脳炎［1 歳半］HHV ・6 【海馬、外側］

1318 突発性 発疹［10カ月］　
−

1426 　　
−
　　　　　　HHV −6【海馬1

1528　 　
−

　　 　　　　 　
−

1626 　　 − 　　HSV ［海 馬LHHV ・6【海馬｝AHS 、　MD

1726 ワ クチ ン接種［3 歳】　
−
　　　　　AHS ，　D

AHS ：Ammon ’
8 　horn　 salerosis ，　HG ：hippocampal 　gliosis，

MD ：血 crodyggenesis ，　 m ：inflammatory 　 fin［lings，
UG ：Ulegyria，　D ：dysplasia
【結語】（1）TIE 手術例の 35％ が HHV −6 陽性 で、　HSV

陽性 は 1 例 の み だっ た 。 （2）HHV −6 陽性の 6 例中 3例 は

髄膜脳炎を疑わ せ る 既往 は なか っ た 。 （3｝TLE の 成因 と し

て HHV ・6脳 中 枢感染が 高率で ある 可 能性 が 考え られ た 。
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i ，井合 瑞 江 P 、山田 美智子 O 、

　 MRI で海馬 硬 化 と考 え られ る 側 頭 菓 て ん か ん の 3症 例

を提示 し．小 児例 の 持徴 に つ い て 検 討 した。

症魁⊥、15 歳 女児。在胎 36 週，215 ⊂）g に て 出生e 日齢 3

に け い れ ん が み ら れ 血 糖 が 7mg ／dl の た め 新 生児 科 に て

加 療 され た，生 後 10 ヵ 月 と 2 歳 に ケ トン 性低 血糖 に よ る

け い れ んが あ っ た．4 歳 頃 よ り 意識 が 混 濁 し動 作 が 停 止 す

る こ とが 時 々 み られ た が 家族 は て んか ん 発作 とは 考 えて い

なか っ た。12 歳 よ り 2 回 の 強直けい れ ん が あ り、当科 に

て 側 頭葉 て んか ん と診 断 され た 。脳 波は 右側頭 菓に 棘 波 あ

り，MRI は左 海馬 に T2 高信 号が み られ た。発達 は 正 常、

症血 、10 歳女 児。出 生時 の 問 題 は な か っ た．乳 児期 の

発達も正 常 で あっ た 。1 歳 8 ヵ 月時 に 気 管 支 喘息 で 入 院 中

に ベ ッ ドよ り 転落 し後頭 部を強打 した，30 分後 よ り嘔吐

と 全身 け い れんが始 ま り、加 療 の の ち脳 外科 に 転 院 した。

CTsc；an に て 異 常 な く、意識 は す ぐ に 回復 し退 院 で きたL．

10 歳 よ り時 々 急に 場違 い な こ と を 目 走 る よ う に な っ た り、

朦 朧 と して 立 ち っ く して い る こ と が あ り 、当 科 を受 診 し

た 。脳 波 は 右側頭菓 に 棘 披あ り．．MIU は右 海瑪 に T2 高信

号がみ られ た．

症鎚 、8 歳 男 児。出生 時 の 問 題 な し。生 後 2 ヵ 月 に 兄が

倒 れ て き て 頭 が ぶ つ か り あ っ た。 1 週 間後 に 呼 吸 を 止 め る

発作 が み られ、近医 を受診 し CTscan や 脳 波 の 検査 を受

け たが 異 常は な かっ た。3 歳 頃 か ら 口部 自動 症 を 主 とす る

複雑 部 分発 作 を発症 し日に数 回 に達 し当科 を受 診。脳 波 で

は 右 前側 頭部 に棘 波、MRI で は 右 海 馬 に T2 高信 号が み ら

れた。3症 例 の い ずれ も けい れん 重 積症 の 既往は なか っ た。

遜 …：従 来 よ り本症 は、けい れ ん 重積 症 との 因 果 関 係が 論

議 さ れ て い る ．そ こで以 前 に 有 熱性 け い れ ん重 積 症 につ い

て 報 告 し た 症 例 の 中 で （山 ド ら．日児誌 1993 ；97：1898 ）、経

過 中に 部分て んか ん を 発症 した 10 例中 7 例の MR 工 を検

討 した、1 例 で 側頭 葉全 体の 萎 縮 を 示 し た が、海馬硬 化 の

み を呈 した 症例 は なか っ た。少 数例 で あ る が、上記 に提示

した 13症 例 か ら海馬 病変 の 原 因 と し て、新 生児 低 血糖症 や

乳幼児期 の 外傷 の 関与 も考 え られ た。
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